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2022 年 8月 29日 

報道関係者各位 

 

Chordia Therapeutics株式会社 

 

Chordiaの MALT1阻害薬 CTX-177（ONO-7018）のライセンス供与先である 

小野薬品工業株式会社が米国で再発または難治性の非ホジキンリンパ腫 

もしくは慢性リンパ性白血病の患者を対象に第１相臨床試験を開始 

  

 がん領域に特化した研究開発型バイオベンチャー企業である Chordia Therapeutics

株式会社（本社：神奈川県藤沢市、代表取締役：三宅 洋、以下「当社」）は、小野薬

品工業株式会社（本社：大阪市中央区、代表取締役社長：相良 暁、以下「小野薬品工

業」）が、2020 年に当社が小野薬品工業にライセンス供与した粘膜関連リンパ組織リ

ンパ腫転座タンパク質 1（MALT1）阻害薬である CTX-177（ONO-7018）について、米国

において再発または難治性の非ホジキンリンパ腫（以下、NHL）もしくは慢性リンパ性

白血病（以下、CLL）の患者を対象に第 1 相臨床試験を開始したことをお知らせします。 

 

 本試験は、再発または難治性の NHL もしくは CLL の患者さんを対象に ONO-7018を

評価する多施設非盲検用量漸増第 1 相試験（ONO-7018-01)です。詳細については、以

下のウェブサイト： clinicaltrials.gov/ (NCT05515406) をご覧ください。 

 

 CTX-177（ONO-7018）については、2020 年 12 月に当社が開発を行っていた MALT1 阻

害薬を小野薬品工業へライセンス許諾を行いました。小野薬品工業は、CTX-177（ONO-

7018）の開発、製造、商業化に関する全世界での独占的権利を有しています。 

詳細については、以下リンクをご覧ください。 

https://www.chordiatherapeutics.com/wp/wp-

content/uploads/2021/05/030b6cc14c1500931c9516e2af74f7ed.pdf 

 

非ホジキンリンパ腫および慢性リンパ性白血病について 

 非ホジキンリンパ腫（NHL）および慢性リンパ性白血病（CLL）は、体内のモノクロ

ーナル Bリンパ球または Tリンパ球の蓄積により発症します。NHLおよび CLLは、標準

的な化学療法や抗体療法に抵抗性を示すようになると、全体的に予後不良となり、長

期生存は困難となります。したがって、この高いアンメット・メディカル・ニーズに

対応するために、新規で効果的な治療法が必要とされています。 

NHLは、欧米で最も一般的なリンパ系悪性腫瘍であり、毎年 7万人以上が新たに診断さ

れています。CLL は成人の白血病の中で最も多く、2022 年の米国での新規発症患者数

は 20,160人と推定されています。 
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CTX-177（ONO-7018）について 

CTX-177（ONO-7018）は、リンパ球系血液細胞の細胞内シグナル伝達経路に関与する

ことが知られている 粘膜関連リンパ組織リンパ腫転位タンパク質 1（MALT1）に対す

る選択的な阻害剤です。MALT1 の活性化は、リンパ球の悪性腫瘍に重要な役割を果た

すことが報告されています。CTX-177（ONO-7018）は、MALT1 の活性を阻害することに

より、これらの悪性腫瘍に対して抗腫瘍効果を発揮することが期待されます。CTX-177

（ONO-7018）は臨床試験中であり、安全性および有効性は確立していません。 

 

小野薬品工業株式会社について 

 小野薬品工業株式会社は、日本の大阪市に本社を置き、特定領域における革新的な

医薬品の創製に取り組む研究開発型の製薬企業です。小野薬品工業は、特に医療ニー

ズの高いがん、免疫疾患、中枢神経疾患およびスペシャリティ領域を創薬の重点研究

領域として活動しています。詳細については、https://www.ono.co.jp をご覧くださ

い。 

 

Chordia Therapeutics株式会社について 

当社は、臨床開発品を有するがん領域に特化した研究開発型バイオベンチャーであ

り、神奈川県藤沢市に拠点を有します。 

当社のリードプログラムである CLK 阻害薬 CTX-712 は日本において第１相臨床試験

を実施中です。CTX-712 はがんの持つ脆弱性を標的としており、有効な治療薬になる

ことが期待されています。当社は、CTX-712に加え、特定の異常を有するがんに効果が

期待される CDK12 阻害薬 CTX-439、GCN2 阻害薬など複数のパイプラインの研究開発を

行っています。 

 

 

設立  2017年 11月 

所在地 神奈川県藤沢市村岡東二丁目 26番地の１ 

代表者 代表取締役 三宅 洋 

URL  https://www.chordiatherapeutics.com 

 

 
 

【お問い合わせ先】 

Chordia Therapeutics株式会社 

IR担当 久米 健太郎 

info@chordiatherapeutics.com 
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